
おもに暖温帯の常緑広葉樹林、竹林、スギ植林等に生える。開花期は9-10月で、花茎は高さ約3cm、花を

1-8個つける。花は紫色をおびた褐色。唇弁の色はより濃く、表面に黄白色の毛が密に生え、基部に1対の

球体がある。結実すると花柄が伸び、長さ40cmに達することもある。

県内では4ヶ所で確認されており、個体群の消長が著し

い。2020年版での新規掲載種。

生育地が限られるため、その場所を保全する必要があ
る。
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希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

写真提供：丸岡道行

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 ○ 分布の限界

■ 県内分布

東播磨、西播磨、但馬

■ 国内分布

本州（関東以西）、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

ラン科

兵庫県ランク…クロヤツシロラン
環境省ランク… －Gastrodia  pubilabiata  Y.Sawa


